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7）リチャード・ストールマン『フリーソフトウェアと自由な社会 Richard M. Stallmanエッセイ集』







4．Integrity of The Author’s Source Code（作者のソースコードの完全性）
5．No Discrimination Against Persons or Groups（個人やグループに対する差別の禁止）
6．No Discrimination Against Fields of Endeavor（利用する分野に対する差別の禁止）
7．Distribution of License（ライセンスの分配）
8．License Must Not Be Specific to a Product（特定製品でのみ有効なライセンスの禁止）
9．License Must Not Restrict Other Software（他のソフトウェアを制限するライセンスの
禁止）















































































表 1 　2015年 8 月までのRuby勉強会の開催回数
年 開催回数 年 開催回数
2004年 1 回 2010年 8 回
2005年 7 回 2011年 5 回
2006年 6 回 2012年 3 回
2007年 9 回 2013年 3 回
2008年 10回 2014年 6 回












































3 ．Rails Girls Kyoto 3 rd









　Rails Girls Kyoto 3 rdでの新しい試みとして、RubyやRailsを大学の授業で学んでいる学生た




表 2 　2015年 6 月までのRails Girlsの開催（日本）
開催地 開催月 開催地 開催月
第 1回 東京 2012年 9 月 第 9回 大阪 2014年 6 月
第 2回 京都 2012年12月 第10回 東京 2014年 9 月
第 3回 東京 2013年 3 月 第11回 名古屋 2014年10月
第 4回 札幌 2013年 8 月 第12回 京都 2014年11月
第 5回 東京 2013年10月 第13回 塩尻 2015年 3 月
第 6回 松江 2013年11月 第14回 京都 2015年 4 月
第 7回 名古屋 2014年 3 月 第15回 大阪 2015年 6 月















いると言えよう。実際、Rails Girls Kyoto 3 rdでは、Girlsたちから、とても楽しくプログラミ
ングを勉強できたとの声が多数寄せられた。また、コーチやスタッフとして参加した学生から
は、プログラミングを人に教えるという初めての経験によって、たくさんのことが学べたとの
声が寄せられた。
　学生への教育効果もここでは重要な意義を持っている。学生にとって、OSSコミュニティと
関わることは、社会で働くIT技術者と直接触れ合う貴重な体験ができる場であり、学生のキャ
リア教育としての意義が大きい。また、普段の大学の講義とは異なる体験をすることで、授業
で学んだRubyやRailsに対する理解や関心がさらに深まったと考えられる。
　近年、大学による社会貢献の役割の大きさが強調されるようになってきた。京都女子大学で
Rails Girlsを開催することは、学生が大学で学んだ教育の成果を生かして一般社会人を指導す
ること、教員が専門知識や教育経験を生かしてイベントに関わることなど大学による社会支援
の新しい形を創造しつつあると言えるのではないだろうか。
